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今月の主な内容

こ
の
秋
、大
山
崎
を
楽
し
も
う
。

11
月
3
日
祝
〜
7
日
日
、
国
文
祭
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
「
今
、
蘇
る
天
王
山
・
戦
国
絵
巻
」
を
町
内
各
所
で
開
催
し
ま
す
。

秀
吉
の
妻
「
北
の
政
所
」
も
、
茶
会
の
亭
主
の
一
人
と
し
て
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
本
誌
10
月
号
12
〜
13
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■町長・町議会議員選挙結果 Ｐ２
■平成21年度決算 Ｐ４
■乙訓ふるさとふれあい駅伝  Ｐ８
■史跡しりたい！ ピクニック＆講演会 Ｐ９
■「イタリアフェスタ～サルデーニャ島を
　知って・味わって」 Ｐ９
■父子家庭も児童扶養手当支給対象に Ｐ14
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小泉 興洋
－こいずみ おきひろ－

①円明寺小字海道19
②68歳

③自由民主党
④５

江下 伝明
－えした でんめい－

①円明寺小字北浦2-6　1-101
②58歳
③無所属
④１

高木  功
－たかぎ いさお－

①大山崎小字尻江58
②63歳
③公明党
④２

加賀野 伸一
－かがの しんいち－

①下植野小字宮脇1-179
②61歳
③無所属
④１

山本 圭一
－やまもと けいいち－

①円明寺小字西法寺1-13
3‒202
②37歳
③無所属
④２

岸  孝雄
－きし たかお－

①円明寺小字里ノ後14-31
②42歳
③民主党
④１

森田 俊尚
－もりた しゅんしょう－

①下植野小字宮脇99
②49歳
③無所属
④３

小泉  満
－こいずみ みつる－

①大山崎小字上ノ田19･20
②62歳
③無所属
④１

安田 久美子
－やすだ くみこ－

①円明寺小字松田55-9
②59歳

③日本共産党
④９

波多野 庇砂
－はたの ひさご－

①円明寺小字鳥居前48-48
②65歳
③無所属
④１

朝子 直美
－あさこ なおみ－

①円明寺小字山田1-18
②42歳

③日本共産党
④２

堀内 康吉
－ほりうち こうきち－

①円明寺小字鳥居前8-3 M405
　②60歳
③日本共産党

④９

北村 吉史
－きたむら よしふみ－

①円明寺小字若宮前10-11
②49歳
③無所属
④３

投票区名 投票所名
当日有権者数 投票者数 投票率

男 女 計 男 女 計 男 女 計

第１投票区 大山崎ふるさとセンター 1,261 1,337 2,598
718 802 1,520 56.94％ 59.99％ 58.51％
718 802 1,520 56.94％ 59.99％ 58.51％

第２投票区 大山崎町役場 1,668 1,723 3,391
906 1,012 1,918 54.32％ 58.73％ 56.56％
905 1,012 1,917 54.26％ 58.73％ 56.53％

第３投票区 円明寺が丘自治会館 2,347 2,609 4,956
1,361 1,571 2,932 57.99％ 60.21％ 59.16％
1,361 1,571 2,932 57.99％ 60.21％ 59.16％

第４投票区 下植野集会所 725 750 1,475
363 439 802 50.07％ 58.53％ 54.37％
363 439 802 50.07％ 58.53％ 54.37％

期日前投票
518 594 1,112
518 594 1,112

計 6,001 6,419 12,420
3,866 4,418 8,284 64.42％ 68.83％ 66.70％
3,865 4,418 8,283 64.41％ 68.83％ 66.69％

投票結果 ※上段：町長選挙　下段：町議会議員一般選挙

町長選挙開票結果

町議会議員一般選挙開票結果
※定数12　候補者17

大山崎町議会議員 大山崎町長
（任期は12月５日から４年間）

皆
さ
ん
が
選
ん
だ
町
長
・
町
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙
結
果

任
期
満
了
に
伴
う
大
山
崎
町
長
選
挙
お
よ
び
大
山
崎
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
開
票
が
10
月
17
日
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
長
選
挙
で
は
江
下
伝
明
さ
ん
（
無
所
属
）
が
、
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
で
は
現
職
８
人
、
新
人
４
人
の
計
12
人
が
当
選
。

任
期
は
、
町
長
が
12
月
５
日
か
ら
４
年
間
、
町
議
会
議
員
が
10
月
24
日
か
ら
４
年
間
で
す
。

※
敬
称
略
。
各
人
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
欄
は
①
住
所
②
年
齢
③
所
属
党
派
④
当
選
回
数
。
町
議
会
議
員
の
紹
介
は
右
上
か
ら
左
方
向
に
向
か
っ
て
届
け
出
順

候補者名 得票数
当 江下　伝明 3,327

まなべ宗平 3,000
前川　　光 1,846

候補者名 得票数
当 岸 たかお 841
当 山本 けいいち 752.841
当 小泉 おきひろ 634.759
当 きたむら 吉史 621
当 はたの ひさご 556
当 高木 いさお 538
当 かがの 伸一 530
当 安田 くみ子 501
当 森田 しゅんしょう 487
当 あさこ 直美 461
当 小泉 みつる 432.240
当 堀内 こうきち 431

神原 郁己 388
いそかわ ゆみ子 334
しぶや 進 320

山本 よしひろ 278.158
古川 やすまさ 　32※不在者投票分は、第２投票区に含めています



4広報おおやまざき広報おおやまざき5

一
般
会
計
【
収
支
】

３
年
連
続
の
黒
字
、
実
質
単
年
度
収
支
は

４
年
連
続
の
黒
字

 

　
決
算
収
支
は
、
歳
入
決
算
額
が
67
億
６
，
１
７
１
万
８
千

円
で
前
年
度
比
17
億
８
，
２
４
４
万
５
千
円
、
35
・
８
％
の

増
、
歳
出
決
算
額
が
60
億
４
，
７
６
６
万
円
で
前
年
度
比
12

億
２
，
０
１
８
万
９
千
円
、
25
・
３
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
・
歳
出
決
算
額
が
大
幅
増
と
な
っ
た
の
は
、
基
金
残
高

の
う
ち
中
学
校
建
設
事
業
分
を
全
額
取
り
崩
し
、
ま
た
中
学

校
再
構
築
事
業
の
移
転
補
償
費
の
残
り
を
全
額
収
入
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
歳
入
歳
出
差
引
額
（
形
式
収
支
）
は
プ
ラ
ス
７
億
１
，
４

０
５
万
８
千
円
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
も
の
を
除
い
た

実
質
収
支
で
も
プ
ラ
ス
７
，
７
２
９
万
２
千
円
と
、
３
年

一
般
会
計
【
歳
入
】

町
税
は
前
年
度
比
２
億
３
千
万
円
、

８
・
１
％
の
減
収

 

　
歳
入
の
う
ち
、町
税
な
ど
の
町
が
独
自
に
調
達
で
き
る「
自

主
財
源
」
が
67
・
８
％
、
町
債
や
地
方
交
付
税
、
国
・
府
の

支
出
金
な
ど
の
「
依
存
財
源
」
が
残
り
の
32
・
２
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
歳
入
総
額
の
う
ち
、
町
税
は
26
億
５
，
３
５
４

万
６
千
円
で
全
体
の
39
・
２
％
と
な
り
、
前
年
度
比
２
億
３
，

４
３
８
万
９
千
円
、８
・
１
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、

景
気
の
悪
化
に
よ
り
法
人
町
民
税
が
大
き
く
減
収
と
な
っ
た

こ
と
が
主
な
理
由
で
す
。
ま
た
、
地
方
譲
与
税
、
地
方
消
費

税
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
交
付
金
も
６
９
１
万
２
千
円
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
自
動
車
な
ど
を
は
じ
め
と

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
消
費
の
低
迷
が
要
因
と
思
わ
れ
ま
す
。
一

方
、
国
庫
支
出
金
は
前
年
度
比
６
億
９
，
６
８
４
万
３
千
円

の
増
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
中
学
校
建
設
に
係
る
公
立

学
校
施
設
整
備
費
負
担
金
と
し
て
３
億
３
，
４
０
３
万
１
千

円
を
収
入
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
財
産
収
入
は
前
年
度
比
２
億
９
８
７
万
９
千
円
の

増
、
諸
収
入
は
４
億
５
６
３
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
、
中
学
校
再
構
築
事
業
に
よ
る
も
の
で
す
。
平
成
19

年
度
に
基
金
に
積
み
立
て
た
こ
れ
ら
の
収
入
を
建
設
事
業
に

充
て
る
た
め
取
り
崩
し
た
こ
と
に
よ
り
、繰
入
金
は
４
億
４
，

５
７
３
万
４
千
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
【
歳
出
】

中
学
校
建
設
に
伴
う
支
出
に
よ
り
、
教
育
費
が

前
年
度
比
９
億
６
千
万
円
の
大
幅
増

 

　
何
に
お
金
を
使
っ
た
の
か
を
、
性
質
別
の
分
類
で
見
て
み

ま
す
。
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
と
い
っ
た
義
務
的
経
費

の
合
計
額
は
、
前
年
度
比
３
，
３
８
７
万
６
千
円
、
１
・
７

％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
う
ち
人
件
費
だ
け
は
３
，
６

３
２
万
４
千
円
、３
・
１
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
に
沿
っ
た
職
員
数
の
削
減
に
よ
る
財

政
効
果
が
、よ
り
一
層
表
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

扶
助
費
に
つ
い
て
は
、
民
生
関
係
を
中
心
に
５
，
７
７
１
万

６
千
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
補
助
費
等
が
前
年
度

比
２
億
３
３
２
万
８
千
円
の
増
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
定
額

給
付
金
給
付
事
業
で
約
２
億
４
千
万
円
を
支
出
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。
普
通
建
設
事
業
費
は
８
億
５
，
８
８
０
万

１
千
円
の
増
で
、
こ
れ
は
、
主
に
中
学
校
建
設
事
業
に
よ
る

も
の
で
す
。

　
次
に
、目
的
別
の
分
類
で
見
て
み
ま
す
。
最
も
多
い
の
は
、

教
育
費
の
19
億
４
千
万
円
で
歳
出
総
額
の
32
・
０
％
を
占
め

て
お
り
、
前
年
度
比
９
億
６
千
万
円
、
97
・
９
％
の
大
幅
増

で
し
た
。
次
に
多
い
の
が
、
民
生
費
の
14
億
１
千
万
円
で
歳

出
総
額
の
23
・
３
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
は
、
定
額

給
付
金
の
支
出
に
よ
り
総
務
費
が
増
と
な
っ
た
一
方
、
土
木

費
、
衛
生
費
な
ど
は
大
幅
減
と
な
り
ま
し
た
。

連
続
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
中
学
校
建
設
事
業

や
電
算
シ
ス
テ
ム
更
新
事
業
な
ど
の
財
源
と
し
て
６
億
３
，

６
７
６
万
６
千
円
を
翌
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　
前
年
度
の
実
質
収
支
の
黒
字
額
１
億
３
，
１
８
８
万
５
千

円
と
の
差
し
引
き
で
あ
る
単
年
度
収
支
は
５
，
４
５
９
万
３

千
円
の
赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
財
政
調
整
基
金
に
７
千

万
円
を
積
み
立
て
た
の
で
、
こ
れ
を
合
計
し
た
実
質
単
年
度

収
支
は
プ
ラ
ス
１
，
５
４
０
万
７
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
乙
訓
土
地
開
発
公
社
へ
の
元
金
償
還
を
見

送
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
加
味
す
る
と
逆
に
８
千
万
円
程
度
の

単
年
度
赤
字
と
い
う
べ
き
内
容
で
あ
り
、
歳
入
・
歳
出
の
バ

ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る
状
態
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　
そ
の
他
特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

と
水
道
事
業
会
計
が
赤
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

― 町の家計簿 ―

― 町の家計簿 ―
平成21年度 決算

平成21年度

決 算
平
成
21
年
度
大
山
崎
町
各
会
計
別
決
算
が
、平
成
22
年
町
議
会
第
３
回
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
繰
越
金
に
つ
い
て
は
、
純
繰
越
金
１
億
３
，
３
９

８
万
７
千
円
に
加
え
て
、
前
年
度
に
繰
越
明
許
費
と
し
て
設

定
し
た
経
済
対
策
な
ど
の
事
業
費
１
，９
９
１
万
７
千
円
を
、

一
般
財
源
と
し
て
繰
り
越
し
た
も
の
で
す
。

歳入決算額 歳出決算額 差引額

一 般 会 計 67億6,171万8千円 60億4,766万0千円 7億1,405万8千円

事 業 特 別 会 計 32億1,906万0千円 31億9,684万1千円 2,221万9千円

内
　
　
訳

国 民 健 康 保 険 14億5,226万8千円 14億9,185万9千円 -3,959万1千円

下 水 道 6億3,026万2千円 6億1,137万2千円 1,889万0千円

老 人 保 健 1,343万9千円 89万6千円 1,254万3千円

介 護 保 険 9億1,359万7千円 8億9,658万0千円 1,701万7千円

後期高齢者医療保険 1億8,509万6千円 1億7,969万2千円 540万4千円

自 動 車 駐 車 場 2,439万8千円 1,644万2千円 795万6千円

財 産 管 理 特 別 会 計 5,235万8千円 644万0千円 4,591万8千円

内
　
　
訳

大 山 崎 区 5,146万0千円 601万2千円 4,544万8千円

円 明 寺 区 71万7千円 37万8千円 33万9千円

下 植 野 区 18万1千円 5万0千円 13万1千円

水 道 事 業 会 計 5億5,091万3千円 5億8,323万7千円 -3,232万4千円

自主財源

依存財源

義務的経費

投資的経費

消費的経費

町民１人あたりで見てみると…

町税（26億5,354万6千円）の内訳

議 会 費 7,159円

町税

町民１人あたりの額
95,887円
（21.8％）

総 務 費 61,198円

民 生 費 91,478円

衛 生 費 29,876円

労 働 費 2,079円 法人分
76,454円
（17.4％）

農 林 水 産 業 費 2,310円

商 工 費 1,413円

土 木 費 20,868円
その他

（交付税、町債など）
266,816円
（60.8％）

消 防 費 22,638円

教 育 費 125,710円

公 債 費 28,052円

※ カッコ内は、全体に占める割合。平成22年３月31日現在の住民基本
台帳人口 (15,397人）に基づいて計算しています

※カッコ内は、各項目の町税全体に占める割合

歳出決算額　392,782円 歳入決算額　439,158円

町たばこ税

軽自動車税

町民税（個人）

町民税（法人）

固定資産税
（個人）

固定資産税
（法人）

8億9,530万9千円
（33.7%）

10億4,911万1千円
(39.5%）

1億2,805万8千円
（4.8%）

1億2,805万8千円
（4.8%）

4億7,445万4千円
（17.9%）

4億7,445万4千円
（17.9%）

9,160万円
（3.5%）
9,160万円
（3.5%）

1,501万4千円
（0.6%）

1,501万4千円
（0.6%）
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前
年
度
比
で
見
る
性
質
別
決
算
額

義
務
的
経
費
が
４
年
ぶ
り
の
増

 

　
義
務
的
経
費
で
は
、
人
件
費
が
４
千
万
円
弱
、
３
・
１
％

の
減
と
、
前
回
に
引
き
続
き
大
幅
減
と
な
っ
た
一
方
で
、
公

債
費
が
１
千
万
円
、
３
・
０
％
の
増
、
扶
助
費
が
６
千
万
円

弱
、
13
・
２
％
の
増
と
な
り
、
義
務
的
経
費
全
体
で
は
、
３

千
万
円
、
１
・
７
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
積
立
金
の
８
千
万
円
以
上
の
増
は
、
財
政
調
整
基

金
に
７
千
万
円
を
積
み
立
て
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
財

政
調
整
基
金
は
平
成
17
年
度
末
に
ほ
ぼ
底
を
つ
い
て
以
来
、

４
年
ぶ
り
に
積
み
立
て
を
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
山
崎
町
の
財
政
は
健
全
？

自
治
体
や
公
営
企
業
の
経
営
の
健
全
さ
を
図
る

指
標
「
健
全
化
判
断
比
率
」「
資
金
不
足
比
率
」

 

　
平
成
19
年
６
月
に
公
布
さ
れ
た
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政

の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」（
健
全
化
法
）
に
よ
り
、
全
て

の
地
方
公
共
団
体
は
、
毎
年
度
、
健
全
化
判
断
比
率
と
資
金

不
足
比
率
を
監
査
委
員
の
審
査
に
付
し
た
う
え
で
議
会
に
報

告
す
る
と
と
も
に
、
住
民
に
対
し
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
各
地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
は
、健
全
化
判
断
比
率（
下

表
①
〜
④
）に
よ
り
、「
健
全
段
階
」「
早
期
健
全
化
段
階
」「
財

政
再
生
段
階
」
の
３
つ
の
段
階
に
区
分
さ
れ
、「
早
期
健
全

化
段
階
」
や
「
財
政
再
生
段
階
」
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
財

政
健
全
化
計
画
や
財
政
再
生
計
画
を
策
定
し
、
財
政
の
健
全

化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
水
道
事
業
や
下
水
道
事
業
と
い
っ
た
公
営
企
業
の

経
営
状
況
は
、
資
金
不
足
比
率
（
下
表
⑤
⑥
）
に
よ
り
、「
健

全
段
階
」「
経
営
健
全
化
段
階
」の
２
つ
の
段
階
に
区
分
さ
れ
、

「
経
営
健
全
化
段
階
」
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
経
営
健
全
化

計
画
を
策
定
し
、経
営
の
健
全
化
を
図
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
が
悪
化
し
て
、
健
全
化
判
断

比
率
の
う
ち
ど
れ
か
１
つ
で
も
早
期
健
全
化
基
準
を
超
え
た

場
合
、
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
と
も
い
う
べ
き
「
早
期
健
全
化
段

階
」
と
な
り
、
基
準
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
強

化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
同
比
率
（
下
表
①
〜

③
）
の
う
ち
ど
れ
か
１
つ
で
も
財
政
再
生
基
準
を
超
え
た
場

合
、
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
と
も
い
う
べ
き
「
財
政
再
生
段
階
」
と

な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
実
質
赤
字
比
率
（
下
表
①
）
で
は
早

期
健
全
化
基
準
が
15
％
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
山
崎
町

に
当
て
は
め
る
と
、
赤
字
額
で
お
よ
そ
５
億
３
千
万
円
と
な

り
、
実
質
赤
字
が
こ
の
額
以
上
に
な
っ
た
場
合
、
こ
の
基
準

を
ク
リ
ア
す
る
の
に
必
要
な
取
り
組
み
を
盛
り
込
ん
だ
財
政

健
全
化
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

大
山
崎
町
の
比
率
は
い
ず
れ
も
基
準
を
ク
リ
ア

し
て
い
る
も
の
の
、
今
後
も
新
た
な
行
財
政
改

革
プ
ラ
ン
の
策
定
が
必
要

　
平
成
21
年
度
決
算
数
値
を
基
に
算
出
し
た
大
山
崎
町
の
健

全
化
判
断
比
率
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
財
政
運
営
に
お
け
る
主
な
課
題
と
し
て
、

① 

経
常
収
支
比
率
が
１
０
０
％
に
近
く
、
財
政
の
硬
直
化
が

極
ま
っ
て
い
る
こ
と
（
実
質
赤
字
比
率
や
連
結
実
質
赤
字

比
率
を
悪
化
さ
せ
る
要
因
に
な
り
ま
す
）

② 

乙
訓
土
地
開
発
公
社
へ
の
未
償
還
金
約
６
億
円
を
償
還
す

る
た
め
の
予
算
を
確
保
で
き
ず
、
先
送
り
と
な
っ
て
い
る

こ
と
（
将
来
負
担
比
率
１
０
３
・
９
％
の
う
ち
20
％
相
当

に
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
20
年
度
は
約
１
億
３
千
万
円
を

償
還
し
ま
し
た
が
、
平
成
21
年
度
の
元
金
償
還
は
０
で
し

た
）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
の
推
移
は
、
財
政

状
況
を
知
る
目
安
に
な
り
ま
す
。

　
近
年
、
地
方
自
治
体
の
財
政
破
綻
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
大
山
崎
町
に
お
い
て
も
、
町
政
運
営
に
お
け
る
問
題
点

を
し
っ
か
り
把
握
し
な
が
ら
、
新
た
な
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン

を
策
定
し
、
そ
の
計
画
に
沿
っ
て
早
急
に
改
善
を
図
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
健
全
化
法
や
健
全
化
判
断
比
率

に
関
し
て
は
、
京
都
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
府
下
市
町
村
の
状

況
な
ど
の
詳
し
い
情
報
が
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
興
味

の
あ
る
方
は
ご
覧
く
だ
さ
い
。

健康福祉のまちづくりに
■民生費
皆さんの福祉のために
（乙訓福祉施設事務組合負担金を含む） … 3億7,306万0千円
お年寄りの福祉のために ………………　3億0,698万3千円
子どもの福祉のために
（保育所運営を含む） …………………… 5億4,814万2千円 
皆さんの健康のために
（保健センター運営を含む） …………… 1億1,581万0千円 

生涯学習のまちづくりに
■教育費
幼児教育のために …………………………… 3,092万4千円 
外国語指導のために …………………………… 450万0千円 
学校教育のために
（大山崎中学校建設工事を含む） ……… 15億3,267万4千円 
社会教育の推進のために
（公民館運営を含む） ………………………… 6,560万0千円 
留守家庭児童会事業に ……………………… 7,105万1千円 
文化財の保護と振興のために ………………… 469万8千円
ふるさとセンター・資料館の運営に ……… 4,320万4千円
スポーツ振興のために
（体育館運営を含む） ………………………… 3,089万6千円

安全で快適なまちづくりに
■土木費
下水道の整備充実のために
（特別会計への繰出し） ………………… 1億1,500万0千円
道路の整備・改良のため …………………… 3,319万9千円
交通安全のために …………………………… 1,106万2千円
公園の整備・管理のために ………………… 2,316万6千円
■消防費
皆さんの生命と財産を守るために
（乙訓消防事務組合負担金を含む） …… 3億4,856万3千円
■衛生費
ゴミ・し尿の処理に
（乙訓環境衛生組合負担金を含む） …… 2億9,594万3千円
公害の防止のために ………………………… 1,506万8千円

産業の発展と豊かなくらしに
■農林水産業費
農業・林業の振興のために ………………… 2,065万0千円
■商工費
商工業振興のために ………………………… 1,252万6千円

その他
■総務費
広報・広聴の充実のために …………………… 549万2千円

人
件
費
　 

職
員
給
与
や
議
員
報
酬
な
ど
。
平
成
21
年
度
は
職
員
６
人
削
減
、
特
別
職

や
職
員
の
給
料
カ
ッ
ト
な
ど
で
、
前
年
度
に
引
き
続
き
大
幅
減
。

扶
助
費
　 

住
民
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
手
当
な
ど
。
平
成
21
年
度
は
各

種
手
当
の
支
給
対
象
者
数
の
増
加
に
よ
り
増
。

公
債
費
　
今
ま
で
に
借
り
入
れ
た
町
債
の
元
利
償
還
金
。

物
件
費
　
消
耗
品
な
ど
の
物
品
購
入
や
賃
金
、
委
託
料
な
ど
。

補
助
費
等
　 

一
部
事
務
組
合
へ
支
払
う
負
担
金
や
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
な
ど
。
平

成
21
年
度
は
定
額
給
付
金
に
よ
り
大
幅
増
。

繰
出
金
　 

国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
な
ど
の
事
業
経
費
の
う
ち
、
一
般
会
計
が
負

担
す
る
も
の
。

投
資
的
経
費
　 

道
路
や
公
共
施
設
の
建
設
費
用
な
ど
。
平
成
20
年
度
は
中
学
校
建
設

事
業
や
乙
訓
土
地
開
発
公
社
へ
の
償
還
、
平
成
21
年
度
は
中
学
校
建

設
事
業
や
経
済
対
策
に
よ
る
事
業
が
主
。

一般会計のうち主な事業の決算額は次のとおりです

平成21年度 平成20年度 増減率

義
務
的
経
費

人件費 11億4,195万5千円 11億7,827万9千円 -3.1%

扶助費 4億9,441万0千円 4億3,669万4千円 13.2%

公債費 4億3,192万0千円 4億1,943万6千円 3.0%

小計 20億6,828万5千円 20億3,440万9千円 1.7%

物 件 費 7億1,933万0千円 6億5,626万3千円 9.6%

補助費等 10億0,051万1千円 7億9,718万3千円 25.5%

積 立 金 1億1,386万0千円 2,842万3千円 300.6%

繰 出 金 5億1,757万2千円 5億4,515万2千円 -5.1%

投資的経費 15億5,680万2千円 6億9,800万1千円 123.0%

そ の 他 7,130万0千円 6,804万0千円 4.8%

合 計 60億4,766万0千円 48億2,747万1千円 25.3%

健全化判断比率 資金不足比率

①
実質
赤字比率

②
連結実質
赤字比率

③
実質
公債費比率

④
将来
負担比率

⑤
水道事業

⑥
下水道
事業

健全段階
良

悪

大山崎町の比率 （－2.4%）（－11.6%） 9.6% 103.9%
良

悪

（－65.5%）（－4.5%） 健全段階

早期健全化段階
早期健全化基準 15.0% 20.0% 25.0% 350.0% 20.0%

※経営健全化基準

経営
健全化
段階

赤字額の
おおよその目安 5.3億円 7.0億円

財政再生段階
財政再生基準 20.0% 40.0% 35.0%

赤字額の
おおよその目安 7.0億円 14.0億円

※大山崎町の比率の（①②⑤⑥）の項目については、赤字額や資金不足額が生じていないため、参考値としてカッコ内に比率を表示しています

性質別決算額の比較

健全化判断比率など
（平成21年度）

こう使いました60億円

問
＝
税
財
政
課
財
政
管
財
係

☎
９
５
６
―
２
１
０
１
（
内
３
７
１
・
３
７
２
）

― 町の家計簿 ―
平成21年度 決算
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大
山
崎
町
国
際
理
解
講
座

「
イ
タ
リ
ア
フ
ェ
ス
タ  
〜
サ
ル
デ
ー

ニ
ャ
島
を
知
っ
て
・
味
わ
っ
て
」

大山崎瓦窯跡発見から今年で５年

史跡しりたい！ ピクニック＆講演会
史
跡
し
り
た
い
！

ピ
ク
ニ
ッ
ク

　
瓦
窯
っ
て
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
？
　
史
跡
整
備
の
先
進

地
で
あ
る
吹
田
市
の
吉き

志し

部べ

瓦が

窯よ
う

跡

な
ど
を
、
楽
し
く
歩
き
な
が
ら
見
学

し
ま
す
。

と
き
＝
12
月
４
日
土

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分
頃

※
小
雨
決
行

集
合
＝
Ｊ
Ｒ
山
崎
駅
前
　
午
前
９
時

行
先
＝
▼
吉
志
部
瓦
窯
跡
▼
吹
田
市

立
博
物
館
▼
西
尾
家
住
宅

※ 

参
加
無
料
。
交
通
費
、
観
覧
料
な

ど
は
実
費

※
昼
食
は
各
自
で
用
意

定
員
＝
30
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法
＝
11
月
８
日
月
以
降
、
平

日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
電
話
で

左
記
ま
で
。

問
・
申
込
先
＝
生
涯
学
習
課
「
史
跡

ピ
ク
ニ
ッ
ク
」
担
当
　

☎
９
５
６
―
２
１
０
１（
内
２
２
５
）

史
跡
し
り
た
い
！

講
演
会

　
詳
細
は
本
誌
12
月
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

と
き
＝
12
月
11
日
土

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ
＝
大
山
崎
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ

ー
ホ
ー
ル

講
演
＝
「
平
安
京
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

な
か
の
大
山
崎
瓦
窯
」
上
原
真
人
さ

ん
（
京
都
大
学
大
学
院
教
授
）

往時の大山崎瓦窯予想図

ポレンタ＆肉団子のトマトソース煮 サルデーニャ島の風景

大
山
崎
瓦
窯
跡
が
発
見
さ
れ
て
５
年
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て

４
年
が
経
ち
ま
し
た
。
今
か
ら
１
１
０
０
年
以
上
も
前
の
平
安
時

代
初
期
、
こ
こ
大
山
崎
の
地
で
は
大
規
模
な
瓦
工
場
が
操
業
し
、

平
安
京
の
建
設
に
不
可
欠
な
瓦
を
生
産
し
て
い
ま
し
た
。

　
イ
タ
リ
ア
・
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
島
出

身
の
講
師
が
、
島
の
文
化
や
料
理
を

紹
介
し
ま
す
。

と
き
＝
12
月
１
日
水

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ
＝
中
央
公
民
館
別
館
第
１
研

修
室
お
よ
び
料
理
講
習
室

内
容

○ 

講
演
「
イ
タ
リ
ア
の
サ
ル
デ
ー
ニ

ャ
島
っ
て
、
ど
ん
な
島
？
」

○ 

イ
タ
リ
ア
料
理
教
室
（
▼
ポ
レ
ン

タ
▼
肉
団
子
の
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
煮

▼
コ
コ
ナ
ッ
ツ
ボ
ー
ル
）

講
師
＝
サ
ラ
・
デ
ル
ピ
ャ
ー
ノ
さ
ん

（
京
都
府
国
際
交
流
員
）

定
員
＝
24
人
（
先
着
順
）

参
加
費
＝
５
０
０
円

持
物
＝
▼
エ
プ
ロ
ン
▼
ふ
き
ん
▼
タ

オ
ル
▼
タ
ッ
パ
ー

申
込
方
法
＝
11
月
25
日
木
ま
で
に
、

電
話
で
▼
住
所
▼
氏
名
▼
電
話
番
号

を
左
記
ま
で
。

問
・
申
込
先
＝
総
務
課
秘
書
広
報
係

☎
９
５
６
―
２
１
０
１（
内
３
１
１
）

大
会
開
催
中
は

交
通
規
制
が
か
か
り
ま
す

選
手
た
ち
に
熱
い
声
援
を

11
月
27
日
土
、
ふ
る
さ
と
の
街
を
、

小
学
生
ラ
ン
ナ
ー
が
走
り
抜
け
る

―第21回乙訓地方小学生駅伝大会―

乙訓ふるさと
ふれあい駅伝

第二大山崎小学校代表選手

大山崎小学校代表選手

「精一杯走ります！  後ろの人に抜かれないよう
に、前の人を抜かせるように頑張ります！」

「一生懸命走って最後までタスキをつなぎ、大山
崎小学校の歴代最高タイムを狙います！」

と
き
＝
11
月
27
日
土
午
後
１
時
45
分
号
砲

（
小
雨
決
行
）

※ 

予
備
日
は
12
月
4
日
土
で
、
長
岡
第
八

小
学
校
の
周
回
コ
ー
ス
と
な
り
ま
す

ス
タ
ー
ト
地
点
＝
大
山
崎
小
学
校

ゴ
ー
ル
地
点
＝
向
日
市
民
体
育
館

主
催
＝
向
日
市
教
育
委
員
会
、
長
岡
京
市

教
育
委
員
会
、
大
山
崎
町
教
育
委
員
会
、

乙
訓
地
方
小
学
校
長
会
、
乙
訓
地
方
小
学

校
体
育
連
盟

問
＝
学
校
教
育
課

☎
９
５
６
―
２
１
０
１
（
内
２
３
０
）

（後列左から）
秋田 楓さん
田中 沙和さん
長谷川 智大くん
久保 雄輝くん
（前列左から）
宅間 莉陽子さん
中村 果歩さん
崎浜 秀平くん
酒谷 伍くん

　
大
会
開
催
中
、
選
手
が
通
る
時
間
帯
に

コ
ー
ス
上
の
道
路
や
交
差
点
で
交
通
規
制

が
か
か
り
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
参
加
す
る
の
は
、
乙
訓
二
市
一
町
の
全

18
の
小
学
校
。
６
区
間
全
９
・
２
㎞
の
コ

ー
ス
を
、
各
学
校
代
表
の
６
年
生
の
男
子

３
人
、
女
子
３
人
の
選
手
が
力
を
合
わ
せ

て
駆
け
抜
け
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
コ
ー
ス
沿
道
か
ら
熱
い
声
援

を
送
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

（後列左から）
佐伯 有紀奈さん
谷口 智栄さん
後藤 初音さん
嶋 涼花さん

（前列左から）
大石 寛也くん
小泉 晴太くん
今西 渉くん
坂 魁登くん
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す
べ
て
の
住
宅
へ
の「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」

設
置
義
務
化
ま
で
あ
と
７
カ
月

　
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら
新
築

住
宅
へ
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
来
年
６
月
１
日
か
ら
は
、
す
べ
て

の
住
宅
へ
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

　
現
時
点
で
、
大
山
崎
町
内
の
設
置
率
は
約
66
％
に
と
ど
ま

っ
て
い
ま
す
。
住
宅
火
災
で
の
死
因
の
多
く
は
逃
げ
遅
れ
。

大
切
な
家
族
の
命
を
守
る
た
め
に
も
、
一
刻
も
早
い
設
置
を

お
願
い
し
ま
す
。

住
宅
防
火
訪
問
を
始
め
ま
す

　
大
山
崎
消
防
署
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
期
限
内
設

置
を
お
願
い
す
る
た
め
、
消
防
職
員
が
各
家
庭
を
訪
問
し
、

防
火
や
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

※ 

訪
問
の
際
に
は
、
身
分
証
明
書
（
消
防
公
務
証
）
を
提
示

し
ま
す

乙
訓
管
内
で
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
お
手
柄
事
例

▼
事
例
１

　 

鍋
を
火
に
か
け
た
ま
ま
、
そ
の
場
を
離
れ
て
し
ま
い
…

　 

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
作
動
し
て
、
気
付
い
た
お
隣
さ
ん

が
１
１
９
番
通
報
。
大
事
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
　

▼
事
例
２

　 

油
の
入
っ
た
フ
ラ
イ
パ
ン
を
火
に
か
け
て
い
る
こ
と
を
忘

れ
て
し
ま
い
…

　 

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
作
動
し
て
、
家
族
が
初
期
消
火
に

成
功
し
ま
し
た
。

▼
事
例
３

　 

Ｉ
Ｈ
コ
ン
ロ
で
炒
め
物
を
し
て
い
た
が
、
う
っ
か
り
寝
て

し
ま
い
…

　 

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
作
動
し
て
、
家
族
が
コ
ン
ロ
を
止

め
ま
し
た
。
Ｉ
Ｈ
コ
ン
ロ
で
も
焦
げ
る
と
き
が
あ
る
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。

　
　
　  

秋
季
火
災
予
防
運
動

　
　
　  

山
火
事
防
火
運
動

期
間
＝
11
月
９
日
火
〜
15
日
月
　

　
秋
季
火
災
予
防
運
動
は
、
毎
年
「
１
１
９
番
の
日
」
で
あ

る
11
月
９
日
か
ら
一
週
間
実
施
し
て
い
ま
す
。
乙
訓
消
防
組

合
で
は
、
森
林
を
山
火
事
か
ら
守
る
た
め
の
山
火
事
防
火
運

動
も
同
時
に
実
施
し
ま
す
。

　
消
防
署
で
は
、
年
間
を
通
し
て
防
火
に
関
す
る
相
談
や
、

町
内
会
・
自
治
会
に
対
す
る
消
火
実
験
会
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る
　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

【
３
つ
の
習
慣
】

○
寝
た
ば
こ
を
し
な
い

○ 

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使

用
す
る

○ 

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を

消
す

【
４
つ
の
対
策
】

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

○
寝
具
、
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
に
は
防
炎
品
を
使
用
す
る

○
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る

○ 

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所

の
協
力
体
制
を
つ
く
る

山
火
事
を
防
ぐ
た
め
の
注
意
点

○
枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
場
所
で
は
た
き
火
を
し
な
い

○
た
き
火
の
場
所
を
離
れ
る
と
き
は
完
全
に
消
火
す
る

○
強
風
時
や
乾
燥
時
に
は
た
き
火
を
し
な
い

○
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を
し
な
い

○
子
ど
も
に
火
遊
び
を
さ
せ
な
い

火
事・救
助・救
急
は
１
１
９
番

11
月
９
日
は
「
１
１
９
番
の
日
」

　
消
防
は
、
１
１
９
番
通
報
を
受
け
て
、
災
害
現
場
に
最
も

近
い
消
防
車
や
救
急
車
な
ど
必
要
な
車
両
を
速
や
か
に
出
場

さ
せ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
正
し
い
１
１
９
番
通
報
が
、
迅
速
、

的
確
な
消
防
活
動
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

※ 

１
１
９
番
は
、
火
事
、
救
助
、
救
急
な
ど
消
防
に
緊
急
を

知
ら
せ
る
た
め
の
緊
急
回
線
で
す
。
消
防
の
業
務
に
関
す

る
こ
と
や
、
病
院
の
問
い
合
わ
せ
な
ど
に
は
利
用
し
な
い

で
く
だ
さ
い

平
成
22
年

図書の貸出
・返却時間 

ご存知ですか？
返却期限の延長について

　貸出中の資料は、次の予約がなけ
れば１回限り２週間の延長をするこ
とができます。返却日までに、貸出
券をご用意のうえ電話または図書室
カウンターでお申し出ください。
※ 図書室への直通電話はありません
ので、中央公民館に電話してくだ
さい

平日 10:00～16:45
土日祝 10:00～16:15

11月25日木11月の
月末整理日

☎957－1421図書室
（公民館内）

一 般 書 児 童 書

「フランダースのイモ！」
 山口 潔

きよ こ

子／著　ＮＴＴ出版

「おうち」
 まつむら まさこ／作　松村 太三郎／絵　そうえん社

「だじゃれ日本一周」
長谷川 義史／作　理論社

「科学のおはなし　宇宙のふしぎ」
松井 孝典／監修　ＰＨＰ研究所

「ひなちゃんの歳時記」
南 ひろこ／作　久保田 裕道／解説

産経新聞出版

「1円くんと五
ご

円
え

じい」
久住 昌之／作　久住 卓也／絵　ポプラ社

香港で大学講師として働くことになり…。でも、
それは表向きの理由で、ベルギー人の恋人を追
いかけて香港に渡った私。のちに夫となったこ
の人は、レストラン嫌いのウチごはん好き。料
理のできない私は、フランダース料理漬けの
日々を送ることに。

カシュウとナッツはとても仲良し。ある日、パ
パさんからお留守番を頼まれました。カシュウ
は大喜びです。何をして遊ぼうかな？

　
活
動
は
毎
週
水
午
前
10
時
〜
午
後
１

時
。
乱
打
か
ら
始
ま
っ
て
、
ボ
レ
ー
・

ボ
レ
ー
、
試
合
形
式
と
続
き
ま
す
。
メ

ン
バ
ー
は
現
在
10
人
。
岩
崎
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
が
で
き
て
間
も
な
い
頃
、
こ
の
コ

ー
ト
で
テ
ニ
ス
を
し
て
い
た
方
々
が
顔

見
知
り
に
な
り
、「
せ
っ
か
く
だ
か
ら

一
緒
に
や
ろ
う
」と
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

今
で
は
、
年
に
１
回
テ
ニ
ス
合
宿
も
行

っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
75
歳
の
加
藤
裕
之
さ
ん
は
、「
い

く
つ
に
な
っ
て
も
、
ま
だ
ま
だ
や
れ
そ

う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
テ
ニ
ス
を
し

た
後
は
、
体
も
心
も
ス
カ
ッ
と
し
て
気

持
ち
い
い
で
す
よ
。」
と
ニ
ッ
コ
リ
。

　「
夏
に
頑
張
っ
て
や
る
と
体
力
が
つ

い
て
、
冬
に
な
っ
て
も
風
邪
を
ひ
か
な

い
ん
で
す
よ
。」
と
話
す
の
は
大
同
利

明
さ
ん
。
会
社
勤
め
を
し
て
い
た
頃
は

風
邪
を
ひ
く
こ
と
も
多
か
っ
た
と
の
こ

と
で
、
テ
ニ
ス
の
体
力
づ
く
り
効
果
は

大
き
い
よ
う
で
す
。

　
小
塩
初
美
さ
ん
は
、「
幅
広
い
年
代

の
方
が
、
み
ん
な
仲
良
く
テ
ニ
ス
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。」
と
、
こ
の
サ
ー
ク

ル
の
魅
力
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　「
テ
ニ
ス
の
上
手
、
下
手
は
関
係
あ

テニスで心も体も健康に！

テニスサークル
「水曜クラブ」41

り
ま
せ
ん
。
楽
し
く
テ
ニ

ス
を
し
た
い
方
は
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。」
と
、

代
表
の
川
下
良
一
さ
ん
。

　「
水
曜
ク
ラ
ブ
」
は
現

在
メ
ン
バ
ー
募
集
中
。
興

味
の
あ
る
方
は
川
下
さ
ん

☎
９
５
７
―
４
４
０
９
ま

で
。

「きみのかみさま」　
西原 理恵子／著　角川書店

「はじめてみませんか　布おむつ＆おむ
つなし子育て」

岸下 未樹／著　主婦の友社
「いちばんここに似合う人」

ミランダ・ジュライ／著　岸本 佐知子／訳
新潮社

「父として考える」
東 浩紀　宮台 真司／著　ＮＨＫ出版


